
(注１) 損益外減価償却相当額並びに引当外賞与増加見積額及び引当外退職給付増加見積額 （単位：千円）

損益外減価償却相当額 19¶773 57¶721 ` 22¶600 14¶789 4¶878¶485 596¶429 5¶474¶914

引当外賞与増加見積額 � 3¶792� 1¶458� 442� 56¶380� 180� 297¶195� 30¶528� 327¶723

引当外退職給付増加見積額 41¶158 11¶023� 26¶708 41¶095 104¶997 445¶950 104¶180 550¶131

（注８） 国立大学財務・経営センター債務負担金ならびに長期借入金により取得した資産の減価償
却費から、それらの元金返済額を差し引いた差額は次のとおりであります。

セグメント区分 医学部附属病院 歯学部附属病院

金額（千円） � 3¶017¶352 64¶614

（注９） 国から承継された診療機器等の当期資産見返物品受贈額戻入は次のとおりであります。

セグメント区分 医学部附属病院 歯学部附属病院

金額（千円） 101¶967 12¶165

（注10） 次のセグメントにおいて、目的積立金の取り崩しを財源とする費用が計上されております。

セグメント区分 医学部附属病院 法 人 共 通

金額（千円） 7¶224 4¶549

19．寄附金の明細

区 分 当期受入額(千円) 件数（件） 摘 要

大学院医学系研究科 2¶761¶783 1¶705 356¶358千円、384件

大学院工学研究科 1¶611¶253 1¶229 861¶016千円、769件

産 業 科 学 研 究 所 559¶978 456 410¶916千円、374件

大学院理学研究科 524¶651 1¶211 472¶623千円、1¶118件

大学院基礎工学研究科 481¶362 426 420¶380千円、359件

医 学 部 附 属 病 院 424¶409 216 256¶549千円、43件

歯 学 部 附 属 病 院 36¶626 79 30¶876千円、58件

そ の 他 2¶278¶980 24¶092 1¶232¶945千円、23¶234件

合 計 8¶679¶045 29¶414 4¶041¶666千円、26¶339件

(注１) 摘要欄には、現物寄附の金額及び件数を内数にて記載しています。
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（注２） 業務損益は、業務収益と業務費用との差額でありますが、業務収益については医学部附属
病院セグメント、歯学部附属病院セグメントを除き、一部の運営費交付金収益及び学生納付
金収益を法人共通に計上しています。（（注６）を参照願います。）

（注３） 資産は大阪大学として所有しているものです。したがってセグメントの帰属資産について
は、各セグメントが保全、維持、管理している管理区域で使用している資産を計上しており
ます。

（注４） セグメント区分については、本学の業務に応じセグメントを48セグメントに区分し、事務
局ならびに各セグメントへ配賦しない業務損益及び帰属資産は法人共通へ計上しておりま
す。
（セグメント区分方法の変更）
前事業年度において箕面地区として表示しておりました外国語学部、世界言語研究セン
ター、日本語日本文化教育センターについては、当事業年度よりそれぞれのセグメントに
おいて予算管理を行っていることから、独立したセグメントとして表示しております。
なお、当事業年度において、従来のセグメント区分によった場合の箕面地区セグメント
情報は、業務費用2¶352¶713千円、業務収益191¶514千円、業務損益�2¶161¶198千円、帰属
資産5¶829¶726千円であります。

（注５） 業務費用のうち、法人共通6¶330¶957千円は各セグメントへ配賦しなかった費用及び配賦不
能な費用であり、その主な内容は事務局の人件費及び一般管理費で、それぞれ3¶425¶107千円、
1¶233¶557千円であります。
なお、各セグメント区分において発生した為替差益については、マイナスの為替差損とし
て財務費用に含めて表示しております。

（注６） 業務収益のうち、法人共通52¶446¶462千円は各セグメントへ配賦しなかった収益であり、
その主な内容は事務局で一元的に予算管理を行っている運営費交付金収益37¶050¶990千円並
びに学生納付金収益12¶889¶801千円であります。
なお、受託研究費及び補助金を財源とした固定資産の取得について、受入額を超過して取
得したセグメントにおいては、受託研究等収益及び補助金等収益がマイナスで表示されてお
ります。

（注７） 帰属資産のうち、法人共通115¶928¶446千円は各セグメントへ配賦しなかった資産であり、
その主な内容は事務局の土地、建物、有価証券、現金預金であり、それぞれ68¶662¶088千円、
7¶091¶810千円、23¶982¶922千円、12¶414¶235千円であります。

(注11) 医学部附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、国が予算積算した運営費交付金

を収益化した場合の相当額と410¶557千円差額がありますが、これは国の予算積算額に加え

て、医学部附属病院セグメントにおける人件費相当の運営費交付金収益を計上したためです。

歯学部附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、国が予算積算した運営費交付金

を収益化した場合の相当額と630¶958千円差額がありますが、これは国の予算積算額に加え

て、歯学部附属病院セグメントにおける人件費相当の運営費交付金収益を計上したためです。
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